
                           

 お 知 ら せ  
 

                   

記者発表資料 平成２７年 ５月１８日 

配 布 日 時        １４：００ 

■ 同時発表先：合同庁舎記者クラブ、岡山県政記者クラブ、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、 

山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 平成 27 年度総会の開催 

～クルーズ振興のための連携促進に向けて～ 

平成２７年５月２２日（金）広島県福山市において「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議

会（通称：海ネット）会長：入山
いりやま

欣郎
よしろう

（大竹市長）」（別紙１参照）は、平成２７年度総会及

び第９回瀬戸内海首長サミットを開催します。 

第９回瀬戸内海首長サミットでは、「クルーズ振興のための連携促進に向けて」をテーマに

参加首長が議論を行い、サミット終了後に記者発表を行います。 

  

○ 日 時   平成２７年５月２２日（金）   １３：３０ ～ １８：１５ 

○ 場 所   福山ニューキャッスルホテル 

（広島県福山市三之丸町8番16号  TEL 084-922-2121） 

○ プログラム 

【開 会】１３：３０～１３：５５ 

・開会挨拶 瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会  会長 入山
いりやま

 欣郎
よしろう

（大竹市長） 

 ・来賓挨拶 広島県副知事                 高垣
たかがき

  広
ひろ

徳
のり

 

・来賓挨拶 国土交通省 大臣官房審議官          松原
まつばら

 裕
ゆたか

 

 ・歓迎挨拶 福山市長                   羽
は

田
だ

 皓
あきら

 

【第１部】１３：５５～１４：４０ 

・平成２７年度総会 平成２７年度事業計画（案）・予算（案） 等 

【第２部】１４：４０～１５：１０ 

 ・講演 「瀬戸内海の魅力発信によるクルーズ振興が地域を変える」 

  講演者 大阪大学大学院国際公共政策研究科      教授 赤井
あ か い

 伸郎
の ぶ お

 氏 

【第３部】１５：２０～１８：１５ 

・第９回瀬戸内海首長サミット 

テーマ「クルーズ振興のための連携促進に向けて」（別紙２参照） 

参加予定首長（別紙３参照） 

サミット終了後、記者発表。 

※ 当日、会場には報道者席を用意しておりますので、受付にお申し出下さい。 

＜問い合わせ先＞  

 瀬戸内・海の路ﾈｯﾄﾜｰｸ推進協議会事務局（中国地方整備局港湾空港部内） 

【担 当】中国地方整備局 港湾空港部 ０８２－５１１－３９２８（直通：平日・昼間） 

事務局長        由
ゆう

 木
き

 誠
まこと

  （港湾物流企画室長） 

           吉
よし

 田
だ

 豊
ほう

 成
せい

 （課長補佐） 

【広報担当窓口】           ０８２－２２１－９２３１（代表：平日・昼間） 

広報広聴対策官    平
ひら

 川
かわ

 雅
まさ

 文
ふみ

（内線2117） 

企画部 環境調整官  田
た

 尾
お

 和
かず

 也
なり

（内線3114） 



                           

○会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会場までのアクセス 

【Ｊ Ｒ ご利用の場合】 

 山陽新幹線、山陽本線「福山駅」南口より徒歩：約２ 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総会会場】 

福山ニューキャッスルホテル

出典：国土地理院ＨＰ 
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第９回 瀬戸内海首長サミット 
 

テーマ 「クルーズ振興のための連携促進に向けて」 
 

  ＜内 容＞ 

これまでの瀬戸内海首長サミットでは、主に防災をテーマに掲げ、平成２６年５月に開催し

ました「第８回首長サミット」において、「観光と防災の融合」をテーマに議論を行い、海ネッ

ト会員同士が連携して行う「観光」と「防災」に係る取り組みを促進させるため、活発な議論

を交わしていただき、「第８回瀬戸内海首長サミット共同宣言 松山宣言」（以下「松山宣言」

という）を採択しました。 

我が国では今日、かつてない急激な人口減少時代を迎え、特に地方においてどう地域を活性

化するかという「地方創生」が大きな課題となっています。一方では急増している外国人旅行

者が日本の地方へ訪れる傾向が高まっており、観光が地方創生の重要な切り札となってきます。 

瀬戸内地域では、瀬戸内ブランド推進連合の発足（兵庫県、岡山県、広島県、山口県、徳島

県、香川県、愛媛県）や、瀬戸内しまのわ2014が開催（愛媛県、広島県）され非常に多くの方

々でにぎわい、瀬戸内の魅力を発信する取り組みが活発化しており様々な地域交流が生まれま

した。 

そのような中、我が国へのクルーズ船の寄港数は近年増加傾向にあり、とりわけ大型クルー

ズ船の寄港頻度が多くなり、海外から多くの観光客が訪れるようになってきております。 

昨年はクルーズ船で日本を訪れた外国人観光客数が前年比２．４倍の約４１万６千人となり、

寄港回数も１２０４回と過去最高となりました。また、大型クルーズ船だけでなく、瀬戸内に

は各島々を結ぶ日常の離島航路も身近なクルーズとして楽しむことができます。 

特に、瀬戸内海の多島美は我が国有数の観光資源であり、海外からの関心も高く、非常に多

くの人々を魅了してきました。 

このような瀬戸内の魅力を広く発信していく取り組みを今後、更に促進することにより、瀬

戸内独自のクルーズ文化の確立を目指し、瀬戸内の魅力をこれまで以上に国内及び海外へ発信

することによって、その経済効果を取り込むことが瀬戸内海の更なる発展につながります。 

そこで、第９回瀬戸内海首長サミットのテーマを「クルーズ振興のための連携促進に向けて」

と題し、瀬戸内海地域が一体となり、海ネット会員同士が連携して「クルーズ振興」に取り組

むには具体的にどのような内容があるか、クルーズ船の寄港地における周辺地域も含めた一体

的な取組にはどのようなことが必要かについて活発な議論を交わしていただきます。 

 

別紙２ 



                           

 

 

第 9 回 瀬戸内海首長サミット参加予定首長（25 名） 

（敬称略） 

  大阪府       高石市      阪口
さかぐち

 伸六
しんろく

 

岬町   田代
た し ろ

 堯
たかし

 

            兵庫県    播磨町       清水
し み ず

 ひろ子
ひ ろ こ

 

       和歌山県 和歌山市  尾花
お ば な

 正啓
まさひろ

 

     湯浅町   上山
うえやま

 章
あき

善
よし

 

             由良町       畑中
はたなか

 雅
まさ

央
お

 

  岡山県  玉野市   黒田
く ろ だ

 晋
すすむ

 

             笠岡市       三島
み し ま

 紀元
のりもと

 

             瀬戸内市      武久
たけひさ

 顕也
あきなり

 

     浅口市   栗山
くりやま

 康彦
やすひこ

 

  広島県  呉市   小村
こ む ら

 和年
かずとし

 

     三原市   天満
て ん ま

 祥
よし

典
のり

 

             尾道市       平谷
ひらたに

 祐
ゆう

宏
こう

 

             福山市       羽
は

田
だ

 皓
あきら

 

    大竹市   入山
いりやま

 欣郎
よしろう

 

     江田島市  田中
た な か

 達
たつ

美
み

 

             海田町       山岡
やまおか

 寛
かん

次
じ

 

        坂町   吉田
よ し だ

 隆
たか

行
ゆき

 

  山口県  防府市       松浦
まつうら

 正人
ま さ と

 

周防大島町  椎木
し い き

 巧
たくみ

 

  香川県  坂出市   綾
あや

 宏
ひろし

 

別紙３ 



                           

   

   愛媛県    八幡浜市  大城
おおしろ

 一郎
いちろう

 

     上島町       上村
うえむら

 俊之
としゆき

 

      福岡県    苅田町      吉
よし

廣
ひろ

 啓子
け い こ

 

   大分県  中津市   新貝
しんがい

 正勝
まさかつ

 


